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1996年の日向灘地震後の余効変動

The postseismic displacements of the Hyuga-nada earthquakes in 1996
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１９９６年日向灘で発生した２回の地震の地震時と地震後の変動を、ＧＰＳデータを用いて解析した。各観測
点での余効変動は、データの指数関数近似で求めた。この余効変動からプレート境界でのすべりを求める。地震
時と地震後の余効変動から求まるモーメント解放量は４．６ｅ１９Ｎ・ｍである。これは、プレート相対運動か
ら推定したモーメント蓄積量と比較してもかなり小さく、プレート間のカップリングが弱いことが分かる。

１９９６年に日向灘で起きた２回の地震について、その地震時の変動と地震後の余効変動とを、ＧＰＳデータ
を用いた解析により求める。地震前５日間と地震後５日間の変位の平均値の差をとり、これを地震時の変動とみ
なした。地震時の断層変位については、地震時の変位データから最小自乗法により求める。得られた地震時の変
動と経年変化、年周変化を除去したデータを用いて地震後の変動を求める。九州地域各点のデータの指数関数近
似により、地震後の余効変動を推定する。この変動が余効すべりによるものと仮定して、変動データからプレー
ト間でのすべりを求める。この際、すべり面の大きさは試行錯誤法により、すべりは地震時と同様、最小自乗法
により求める。こうして、地震時と地震後のプレート間でのすべりと解放されたモーメントが求められる。２回
の地震のモーメント解放量は約３．２ｅ１９Ｎ・ｍ、２回目の地震後の余効すべりによるモーメント解放量は１．
４ｅ１９Ｎ・ｍで、地震１回分に相当するモーメントを地震後に解放していたことが分かる。その反面、１回目
の地震の

後には有意な変動は見られず、余効すべりはほとんど検出できなかった。地震時と地震後をあわせた全モーメ
ント解放量は４．６ｅ１９Ｎ・ｍであるが、これは南海トラフ沿いの巨大地震のそれと比べてもかなり小さい。
ここで、プレート間でのカップリングを求めてみる。日向灘でのプレート相対運動速度（５ｃｍ／ｙｒ）から推
定されるモーメント蓄積量と、地震に関連したモーメント解放量を比較する。求まるカップリング率は２５％で
あり、南海トラフの７０％ [Ｌａｙ ａｎｄ Ｋａｎａｍｏｒｉ，１９８１]と比べても、弱いカップリングであるこ
とが分かる。


